
 

                                                                                     

                                      

                                             

     

      

  

 

  7月 28日、吉井親水公園および佐々川を中心に 

第 4回「ふるさとの川の集い」を実施しました。 

  参加は小佐々町から１家族の他、ほとんどが吉井 

町在住の家族で、子ども９名（幼児を除く）、保護者 

６名の１５名、スタッフ１５名、計３０名でした。 

  開会行事の後、早速ヨットづくり。帆にはそれぞれ 

の願いや夢などを書きこみました。（写真①） 

このヨットは、午前中の最後に、樋口橋の 

下から一斉に流しました。（写真⑥）きっと 

帆に書かれた一人ひとりの願い事が、か 

なえられることでしょう。 

 ヨットづくりが終わると、カヤック体験やボートに乗って川遊びです。（写真②③）

今回はパールシーリゾート等でインストラクターをされている林田さんに、３艘の 

カヌーを貸していただいた上、インストラクターを引き受けていただけるという

ことで、子どもたちの楽しく安全な川遊びが可能になりました。 

 その他、本会の方でゴムボート６艘、タイヤ筏１個を用意しました。子どもたちは

こうした乗り物に乗りながら、穏やかな流れの佐々川を、歓声を上げながら楽し

んでいました。正直なところをいえば、もう少し保護者が積極的に子どもと遊ぶ

姿が欲しかったことかな。 

 

 

 川でいっぱい遊んだ後は、流しそうめんで昼食。公園の手摺りに準備された孟

宗竹の樋に流れてくるそうめんをつまみ上げ、笑顔いっぱいの昼食風景でした。

（写真④） 

 吉井町のすばらしさをクイズにした「親子クイズ大会」の後、今回はスイカ割り

を行いました。（写真⑤）「もっと右！」とか「一歩前！」とか大きな声援が飛んで 

   いました。 

   その後閉会行事を行い、ケガや熱中症が出なかったこと、         

し そして楽しかったことを参加者全員で確かめあいの今回 

の川の集いを閉じました。 

 子どもたちの安全のために協力をいただいた北松山 

岳会の皆さん、カヌーインストラクターの林田さん、準備 

から後片付けまで手伝っていただいた会員以外の皆さん 

         に、本紙上を借り、心から感謝を申し上げます。 


